
令和元年 第３回

戸田市教育委員会定例会

令和元年７月２５日（木）午前９時３０分

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室

戸田市教育委員会



第３回教育委員会（定例会）次第 
 

１ 開会 

 

２ 前回の会議録の承認 

 

３ 教育委員提案  別添 資料№１のとおり 

 

４ 報告事項  別添 資料№２のとおり 

 

５ 議事                                      ページ 

（１）専決処理事項の報告 

報告第７号 戸田市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について･･････････････････････１ 

報告第８号 戸田市いじめ問題調査委員会委員の委嘱について･･････････････････････････４ 

報告第９号 戸田市教育委員会事務局職員の人事異動について････････････････････資料なし 

（２）議案 

議案第３号 令和元年度行政評価（案）について･････････････････････････････････････別紙 

議案第４号 令和元年度一般会計（教育委員会関係）９月補正予算（案）について････････８ 

 

６ その他 

（１）次回の教育委員会の日程（案） 

令和元年８月１９日（月）午後２時３０分～ 

（２）その他 

 

７ 閉  会 



（歳入） （単位：千円）

細節　 ： ○

細々節 ： ・

15国庫支出金 0 624 624 ◯06教育支援体制整備事業 624

02国庫補助金 【補正理由】国庫補助金の交付決定に伴う補正

05教育費国庫補助金

01教育総務費補助金

(教育政策室)

15国庫支出金 0 1,242 1,242 ◯01カリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査 1,242

03委託金 　　研究

03教育費委託金 【補正理由】国委託金の交付決定に伴う補正

01教育総務費委託金

(教育政策室)

（歳出） （単位：千円）
節　　 ： 節

細節　 ： ○

細々節 ： ・

10教育費 2,708 1,243 3,951 節08報償費 200

01教育総務費 ○01講師謝礼 200

03教育指導費 節11需用費 1,043

03教職員研修費 ○消耗品費 743

01教職員研修費 ・事務用消耗品 743

（教育政策室） ○印刷製本費 300

・事務用消耗品印刷製本費 300

【補正理由】国委託金の交付決定に伴う補正

10教育費 637,402 14,501 651,903 節15工事請負費 14,501

04社会教育費 　　・01図書館・郷土博物館設備改修 14,501

06図書館費 【補正理由】賃金又は物価水準の変動に伴い、インフレスライド額を

　02図書館管理運営費 受託者と協議し算出したことに伴う増額補正

01図書館管理運営費

（生涯学習課）

（継続費変更） （単位：千円）

総　　額 年　　度 年　割　額 総　　額 年　　度 年　割　額

30 92,610 30 92,610
元 642,428 元 656,929

説 明

10教育費 4社会教育費 図書館・郷土博物館設備改修事業 735,038 749,539

款 項 事　業　名
補　　正　　前 補　　正　　後

令和元年度　一般会計（教育委員会関係）９月補正予算（案）について

款・項・目・大事業・中事業
補正前の額
（中事業）

補正額
（中事業）

計
（中事業）

説 明

款・項・目・節
補正前の額
（節）

補正額
（節）

計
（節）

議案第４号
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資料 ＮＯ．１ 
 
 
 
 
 
 

教育委員提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年第３回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 元 年 ７ 月 ２ ５ 日 ( 木 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案 
ページ 

 
① 戸田市の教育における指導主事の役割について（仙波委員）･････････････････････････････１ 
（学務課・教育政策室） 

 
② 戸田市の社会教育について（仙波委員）･･･････････････････････････････････････････････９ 
（生涯学習課） 



⼾⽥市の教育における
指導主事の役割について

教育委員会の職務権限※１

 学校の設置、管理及び廃⽌に関すること
 教育財産の管理
 学齢児童・⽣徒の就学、⼊学、転学及び退学に関すること
 学校の組織編成、教育課程、学習指導、⽣徒指導及び職業指導に関すること
 教科書その他の教材 の取扱に関すること
 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。
 教職員の⼈事に関すること
 教職員の研修に関すること
 教職員並びに児童、⽣徒の保健安全、公正及び福利に関すること 等

※１ 地教⾏法第２１条

教育委員提案①
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埼⽟県教育委員会と⼾⽥市教育員会の役割

⼾⽥市教育委員会埼⽟県教育委員会
・任命権者 ・服務監督

内申※２、※３

（任免・進退）

※１ 地教⾏法第４８条
都道府県委員会は市町村に対し、都道府県⼜は市町村の教育に関する事務の適正な処理を図るため、
必要な指導、助⾔⼜は援助を⾏うこと。

※２ 地教⾏法第３８条
都道府県教育委員会は、市町村教育委員会の内申を待って、県費負担教職員の任免その他の進退を⾏う。

※３ 市教育委員会事務局職員等に任⽤を予定する者のうち、教頭候補者名簿登載者以外の者については、
事前に協議する。

指導、助⾔、援助※1

学務課
 (1)県費負担教職員等の⼈事及び服務に関すること。 (2)学齢簿の編製及び保管に関すること。
 (3)児童⽣徒の就学及び転出・⼊転出⼊に関すること。
 (4)学校の設置、廃⽌及び通学区域に関すること。
 (5)学校教育関係の調査及び統計に関すること。 (6)教科⽤図書の無償給与に関すること。
 (7)要保護及び準要保護児童、⽣徒⼜は準要保護の児童⽣徒に関すること。
 (8)特別⽀援教育就学奨励費に関すること。
 (9)児童、⽣徒及び教職員の健康管理に関すること。 (10)学校の環境衛⽣管理に関すること。
 (11)学校医、学校⻭科医及び学校薬剤師等に関すること。
 (12)通学路及び児童、⽣徒児童⽣徒の交通安全に関すること。
 (13)災害共済給付等に関すること。
 (14)学校保健会及びその他学校保健管理に関すること。
 (15)学校運営協議会に関すること。

2



教育政策室
 (1) 教育施策の企画⽴案に関すること。 (2)学校経営に対する指導助⾔に関すること。
 (3) 教育課程の編成及び進⾏管理に関すること。
 (4) 教科等教育への指導助⾔に関すること。
 (5) 法定研修及び推薦を伴う研修に関すること。
 (6) 教科等研究部会に関すること。
 (7) 教育指導の重点施策に関すること。 (8) ⽣徒指導及び進路指導に関すること。
 (9) 健康教育に関すること。 (10) 学校体育に関すること。
 (11) 学校における⼈権教育に関すること。 (12) 教科⽤図書等の採択に関すること。
 (13) 学校⾏事等の開催に関すること。
 (14) 産官学⺠並びに家庭及び地域と連携した教育施策に関すること。
 (15) その他学校教育の充実に必要な業務に関すること。

指導主事に関する規定※１

 市町村に置かれる教育委員会の事務局に、前項の規定に準
じて指導主事そのほかの職員を置く。

 指導主事は、上司の命を受け、学校における教育課程、学
習指導その他学校教育に関する専⾨的事項の指導に関する
事務に従事する。

 指導主事は、教育に関し識⾒を有し、かつ、学校における
教育課程、学習指導その他学校教育に関する専⾨的な事項
について教養と経験があるものでなければならない。指導
主事は、⼤学以外の公⽴学校の教員をもって充てることが
できる。
※１ 地教⾏法第１８条
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学務課の指導主事の主な業務について
年度当初⼈事内申事務
年度途中の臨時的任⽤職員の内申事務
病気休暇・休職の事務
産休・育休の事務
教員免許更新の⼿続き、⼈事評価の実施
学校備付表簿の管理（主に管理訪問で実施）
学校運営協議会の設置、委員の任命
教職員事故に関すること

教育政策室の指導主事の主な業務について

教育施策の企画⽴案に関すること
指導訪問での学校経営に対する指導助⾔、教育課程の編成及び進
⾏管理に関すること。
研修の実施（教科等研究部会、市独⾃の研修等）
⽣徒指導及び進路指導、教育相談に関すること。
教科⽤図書等の採択に関すること。
学校⾏事等の開催に関すること。
産官学⺠並びに家庭及び地域と連携した教育施策に関すること。
その他学校教育の充実に必要な業務に関すること。
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⼾⽥市教育委員会 教育政策室指導主事の職務

・指導担当学校訪問における指導助⾔ ・年間指導計画の確認及び指導
・ＰＥＥＲカリキュラムに関する⽀援 など

１ 各学校の教育課程の充実に関すること

２ 各学校の教育課題への⽀援に関すること
・⽣徒指導⽀援（保護者からの要望対応を含む） ・教育相談、就学相談
・部活動サポート ・国、県からの通知及び調査 など

・学校のカリマネと産官学⺠の知のリソースのコーディネート
・新しい学びに関する研修の企画・運営（新たな学びに関する⾃⼰研鑽）
・「教育政策シンクタンク」と連携した（主に質的な）エビデンスの研究

３ 指導⼒向上のための教員研修に関すること
・市主催研修会の企画、運営 ・国及び県主催研修への協⼒
・学校からの要請に基づく校内研修指導（事前の授業案検討含む） など

４ 新たな学びやＥＢＰＭに関すること

５ 庁内業務等に関すること
・議会対応 ・予算編成 ・庁内会議、調査 ・教科書採択 など

ＡＬ推進のための指導担当学校訪問の様⼦
〜 公開授業者への指導主事の指導 〜
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ＡＬ推進のための指導担当学校訪問の様⼦
〜 ワークショップ型の研究協議 〜

⼾⽥市教育委員会 教育政策室指導主事の職務

・指導担当学校訪問における指導助⾔ ・年間指導計画の確認及び指導
・ＰＥＥＲカリキュラムに関する⽀援 など

１ 各学校の教育課程の充実に関すること

２ 各学校の教育課題への⽀援に関すること
・⽣徒指導⽀援（保護者からの要望対応を含む） ・教育相談、就学相談
・部活動サポート ・国、県からの通知及び調査 など

・学校のカリマネと産官学⺠の知のリソースのコーディネート
・新しい学びに関する研修の企画・運営（新たな学びに関する⾃⼰研鑽）
・「教育政策シンクタンク」と連携した（主に質的な）エビデンスの研究

３ 指導⼒向上のための教員研修に関すること
・市主催研修会の企画、運営 ・国及び県主催研修への協⼒
・学校からの要請に基づく校内研修指導（事前の授業案検討含む） など

４ 新たな学びやＥＢＰＭに関すること

５ 庁内における業務等に関すること
・議会対応 ・予算編成 ・庁内会議、調査 ・教科書採択 など
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⼾⽥市⽴⼩・中学校

⼾⽥市教育委員会

産官学⺠の知のリソース

「学校のカリマネ」と「産官学⺠の知のリソース」のコーディネート

教材貸与・
授業等⽀援

事例・成果
等提供

④

②

学校課題等に
関する情報交換

①

①

情報交換 共同研究

メニュー提⽰

主体的な選択
③

セミナー等
参加

①

研修会講師
④

情報交換
共同研究
⑤

WIN-WIN

WIN-WIN

⼾⽥市WIN-WIN構想2018〜産官学⺠による知のリソースの活⽤〜
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⼾
⽥
市
の

教
育
政
策
の

検
証
改
善

特別⽀援教育の実践に係る共同研究
（(株) LITALICO）

ICTソフトを活⽤したR-PDCAモデル
（(株) ベネッセ）

学級⾵⼟の⾮認知能⼒への影響の研究
（筑波⼤学）

⾮認知能⼒と学⼒、SES等との関係
（慶應義塾⼤学等）

⼾⽥市におけるEBPM (Evidence‐based Policy Making) の推進

質的研究

量的研究

実態
把握

理論的
⼀般化

⼾⽥市のEBPM取組マップ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善

︵
国
⽴
情
報
学
研
究
所
等
︶

学
⼒
を
伸
ば
す
教
師
の

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

の
蓄
積

指
導
⽤
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
作
成
と
活
⽤

ク
ラ
ス
ラ
ボ

構
想
︵
予
定
︶

各
校
で
の

学
⼒
調
査

問
題
分
析

学
校
と
教
員
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

︵
全
国
学
調
・
埼
⽟
県
学
調
・

﹁
わ
か
る
調
査
﹂
な
ど
︶

PDCAサイクルの確⽴

⼾⽥市におけるEBPMの考え⽅

① PDCAサイクルの確⽴

② 授業改善に係る知⾒の⼀般化・規準化

③ 教育改⾰の新たな視点の発⾒

３つの⽬的別アプローチ

⽬的…「経験と勘と気合い」(3K)による教育実践や施策⽴案から脱却し、
エビデンスに基づく効果的・効率的な教育改⾰を推進すること

(1)実態把握︓調査結果等のデータを活⽤することで課題や実態を
把握・分析し、PDCAサイクルにつなげる（→①）

(2)理論的⼀般化︓実際の教育実践の事例を研究することで、優れ
た指導法等に関する知⾒の積み上げ（→②）や教育改⾰への新
たな視点の発⾒（→③）につなげる

※横軸に研究の⽬的に関するアプローチ（実態把握と理論的⼀般化）、縦軸に⼿法に関するアプローチ
（質的研究と量的研究）をとり、現⾏の取組を配置

質的研究

量的研究 統計データの分析による相関関係
の発⾒等の統計的・実証的な研究

実践事例やアンケート、インタ
ビューの分析等の定性的な研究

全体⽅針
…量的研究と質的研
究の双⽅を重視し、
⽬的に合わせ相互補
完的に活⽤する

相互補完

※「量的研究」と「質的研究」は⼾⽥市における造語で、実証研究と⾮実証研究にほぼ該当するイメージである。

教育委員会、学校、教師の３者それぞれについて、各種調査等に基づく
フィードバックを⾏い、取組の成果や現状の⽴ち位置を把握することに
よって、課題発⾒と取組の改善につなげるPCDAサイクルを構築する。

授業改善等のための重要なポイントを⼀般化・規準化する。（⾔い換え
れば、ベテラン教師の経験や優れた勘、匠の技（指導技術）などを可視
化・⾔語化・定理化する。）これによる規準を教員の⽇常的な授業改善の
参考にしたり、授業の⾃⼰・他者評価のツールとして活⽤したりすること
で、知⾒を⾒える化し、学校や世代を超えて積み上げる。

教育委員会レベル 各施策について成果指標を定め、市全体に関する
データをもとに、教育施策の改善に役⽴てる。

学校レベル 各種調査の学校ごとのデータを学校にフィードバッ
クし、学級経営や学校運営、学⼒向上策に役⽴てる。

教師レベル 埼⽟県学⼒調査等によるクラス全体の伸びを教師に
フィードバックし、⽇々の授業改善に役⽴てる。

⾮認知能⼒の学⼒への影響、アクティブ・ラーニングの有⽤性、リー
ディング・スキルへの課題発⾒など、様々な共同研究の成果やそのプロセ
スにおいて発⾒された、今後の教育改⾰に対する新たな気づきをさらに掘
り下げて、新たな研究材料とする。
（取組例）
○リーディング・スキルの視点からの授業改善…国⽴情報学研究所等のリーディン

グ・スキル・テストによる⼦供の読解⼒への課題発⾒を契機に、当該テストの視
点を取り⼊れた授業改善の⼿法を各学校での実践に基づき研究。

○特別⽀援の視点からの授業改善…企業と連携し、ユニバーサルデザインに基づく
学級経営とその成果検証を⾏うことによって今後の全体の授業改善に役⽴てる。

（取組例）
○「指導⽤ルーブリック」…アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善のため、
６つの授業に対する延べ100⼈以上による評価表をベースに重点事項をまとめた指
導⽤ルーブリックを本市独⾃に作成。これを研究授業や校内研修において活⽤。
○グッドプラクティスの共有…県の学⼒調査のデータから、特に学⼒を伸ばしてい
る教師を複数選出し、授業での⼼がけ等について聞き取り、ポイントを整理・共有。

理解度、信頼度を定量化するなど、「教室を
科学する」ための様々なトライアル

⾮
認
知
能
⼒
デ
ー
タ
の

学
級
・
学
校
運
営
へ
の
活
⽤

︵
Ｉ
Ｇ
Ｓ
︵
株
︶
︶
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「社会教育」と「戸田市の取組」

教育委員会事務局 生涯学習課

説明項目

１ 社会教育とは？

２ 社会教育委員とは？

３ 社会教育主事とは？

４ 戸田市の取組

教育委員提案②
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資料：中央教育審議会生涯学習分科会（第60回）H23

１ 社会教育とは？

ライフステージ毎
乳幼児 成人青少年就学児童

家庭教育

学校教育（小・中）

社会（企業内・職業訓練・地域）

高校・大学等

社会教育

リカレント教育

民間スクール

１ 社会教育とは？
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教育基本法
(生涯学習の理念)

第三条 国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわ

たって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生か

すことのできる社会の実現が図られなければならない。

１ 社会教育とは？

(社会教育)
第十二条 個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育は、国及び地方公共団体

によって奨励されなければ ならない。
２ 国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公民館その他の社会教育施設の設置、学校の施設の

利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法によって社会教育の振興に努めなければな

らない。

→誰もが、いつでも、どこでも学習することができる

→その学習成果を社会で生かすことができる

→個人の自立に向けた学習支援のみならず、積極的な社会参加や互助
・共助に向けた学習の支援

社会教育法

(社会教育の定義)

第二条 この法律において「社会教育」とは、学校教育又は就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に

関する法律に基づき、学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる

組織的な教育活動(体育及びレクリエーシヨンの活動を含む。)をいう。

１ 社会教育とは？

(国及び地方公共団体の任務)

第三条 国及び地方公共団体は、この法律及び他の法令の定めるところにより、社会教育の奨励に必要な施設の設置及び運

営、集会の開催、資料の作製、頒布その他の方法により、すべての国民があらゆる機会、あらゆる場所を利用して、自ら

実際生活に即する文化的教養を高め得るような環境を醸成するように努めなければならない。

２ 国及び地方公共団体は、前項の任務を行うに当たつては、国民の学習に対する多様な需要を踏まえ、これに適切に対応

するために必要な学習の機会の提供及びその奨励を行うことにより、生涯学習の振興に寄与することとなるよう努めるも

のとする。

３ 国及び地方公共団体は、第一項の任務を行うに当たつては、社会教育が学校教育及び家庭教育との密接な関連性を有す

ることにかんがみ、学校教育との連携の確保に努め、及び家庭教育の向上に資することとなるよう必要な配慮をするとと

もに、学校、家庭及び地域住民その他の関係者相互間の連携及び協力の促進に資することとなるよう努めるものとする。

→実施主体、実施目的に制限ない
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(市町村の教育委員会の事務)
第五条 市(特別区を含む。以下同じ。)町村の教育委員会は、社会教育に関し、当該地方の必要に応じ、予算

の範囲内において、次の事務を行う。

１ 社会教育とは？

社会教育法

（以下、主な事務を掲載）

・社会教育に必要な援助 ・社会教育委員の委嘱 ・公民館の設置及び管理

・所管に属する図書館、博物館、青年の家その他の社会教育施設の設置及び管理

・所管に属する学校の行う社会教育のための講座の開設及びその奨励

・講座の開設及び討論会、講習会、講演会、展示会その他の集会の開催並びにこれらの奨励

・家庭教育に関する学習の機会を提供するための講座の開設及び集会の開催並びに家庭教育に関する情報の

提供並びにこれらの奨励

・その他、社会教育に関する情報の収集、整理及び提供

1965年（昭和40年） ユネスコ（UNESCO）の成人教育推進国際委員会で「生涯教育」の構想が提唱される
1970年（昭和45年） 経済協力開発機構（OECD）でリカレント教育の構想が提唱される

1949年（昭和24年） 社会教育法（同年6月10日施行）
1966年（昭和41年） 中央教育審議会にて、生涯教育（学習）の概念が取り入れられる
1984～89年 臨時教育審議会で教育改革の基本理念の一つとして、 「生涯学習社会の実現」が
（昭和59～62年） 提唱される。 「生涯教育」から「生涯学習」へ

1988年（昭和63年） 文部科学省(旧：文部省)は、社会教育局を生涯学習局に改める
1990年（平成2年） 生涯学習振興法（同年7月1日施行）
2006年（平成18年） 教育基本法が改正され、第３条に新たに「生涯学習の理念」を規定
2018年（平成30年） 文部科学省は、生涯学習局を総合学習局に改める。中央教育審議会にて新しい地域づくりに向け

た社会教育の方向性を示すとともに、社会教育施設に求められる役割を施設種類ごとに整理

世界

1995年（平成7年） 社会教育課から生涯学習課に課名変更
1997年（平成9年） 戸田市生涯学習基本構想「とだエコープラン」を策定（１０年間）
2007年（平成19年） 戸田市生涯学習推進計画（第２次）を策定（５年間）
2008年（平成20年） 組織改正により、図書館と郷土博物館を統合
2012年（平成24年 第３次戸田市生涯学習推進計画を策定（５年間）
2017年（平成29年） 第４次戸田市生涯学習推進計画を策定（５年間）
2018年（平成30年） 組織改正により、図書館、郷土博物館を生涯学習課に統合

生涯学習に関する経緯

１ 社会教育とは？

国

戸田市
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○根拠法令 「社会教育法」
○役 割 社会教育に関する計画の立案や調査研究

社会教育に関して教育委員会に助言
○構 成 ・学校教育関係者、社会教育関係者、学識経験者、家庭教育の向上に資

する活動を行う者
・地域において社会教育に優れた知見を有する人々の知識を社会教育行

政に反映させていくことが期待されている。

２ 社会教育委員とは？

戸田市社会教育委員

○定 数 １２人（学校教育・社会教育関係者、家庭教育向上に資する活動を行う者、学識経験者）

○任 期 ２年

○定 例 会 社会教育委員会議を年２回開催（７月・３月）

○会議内容 生涯学習に関する方針、計画策定、計画の進捗管理など

○社会教育法より

(社会教育委員の職務)

第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するた

め、左の職務を行う。

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。

二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意
見を述べること。

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。

２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べるこ

とができる。

３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教

育に関する特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係

者に対し、助言と指導を与えることができる。

２ 社会教育委員とは？
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○社会教育主事とは

社会教育主事は、都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に置かれる専門
的職員で社会教育を行う者に対する専門的技術的な助言・指導に当たる役割を
担う。（社会教育法9条の3）

３ 社会教育主事とは？

○職務の例としては

1.教育委員会事務局が主催する社会教育事業の企画・立案・実施

2.社会教育施設が主催する事業に対する指導・助言

3.社会教育関係団体の活動に対する助言・指導

4.社会教育行政職員等に対する研修事業の企画・実施

など、その業務は多岐にわたっています。 （埼玉県庁HPより）

○社会教育法より

（社会教育主事及び社会教育主事補の設置）

第九条の二 都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に、社会教育主事を置く。

２ 都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に、社会教育主事補を置くことができ
る。

（社会教育主事及び社会教育主事補の職務）

第九条の三 社会教育主事は、社会教育を行う者に専門的技術的な助言と指導を与え
る。ただし、命令及び監督をしてはならない。

２ 社会教育主事は、学校が社会教育関係団体、地域住民その他の関係者の協力を得
て教育活動を行う場合には、その求めに応じて、必要な助言を行うことができる。

３ 社会教育主事補は、社会教育主事の職務を助ける。

３ 社会教育主事とは？
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３ 社会教育主事とは？

○社会教育主事の配置人数

・全国（都道府県・市町村教育委員会） 【上表より】

計２048人

・埼玉県（県内市町村教育委員会） 【平成30年度埼玉県社会教育統計資料より】

計９４人（さいたま市３１人を含む）

・戸田市 ０人

平成３０年９月25日開催
中央教育審議会生涯学習分
科会（第97回）配付資料
「参考資料3 社会教育主
事について」から引用

平成３０年９月25日開催
中央教育審議会生涯学習分
科会（第97回）配付資料
「参考資料3 社会教育主
事について」から引用

３ 社会教育主事とは？

○社会教育主事の配置率

・全国（都道府県・市町村教育委員会） 【下表より】

設置率57.4％

・埼玉県（市町村教育委員会） 【平成30年度埼玉県社会教育統計資料より】

34／６３ 設置率53.9％
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生涯学習課 所管施設

生涯学習
担当

公民館
担当

図書館
担当

郷土博物館
担当

（アーカイブズセンター）

彩湖自然学習センター

図書館本館

美笹公民館少年自然の家
（長野県富士見町）

新曽公民館

下戸田公民館

上戸田分館

下戸田分室

郷土博物館芦原小生涯学習施設

美笹分室

戸田公園駅前配本所

新曽配本所

下戸田南分室

生涯学習課

全４担当 １４施設を所管
(平成30年4月組織改正により、図書館・郷土博物館と統合)

４ 戸田市の取組

生涯学習関連施策
戸田市民大学

本年度、10周年！

→今年度は67（25増）講座に拡大

（30年度実績 全42講座 延参加人数 3,697人）

戸田市民大学10周年記念ロゴマーク

４ 戸田市の取組

まちづくり出前講座

市民主催の学習の場に市職員が講師として参加 （30年度実績 17課・施設 全190回 参加人数 8,629人

・大学連携講座（青山学院大学、埼玉大学、

岐阜女子大学（サテライト大学講座））

・市民企画講座

・現代課題講座（今年度、新設）など

・戸田人材の森（戸田市生涯学習人材バンクの登録者72人）

・人権教育の推進（人権講演会、人権教育指導者研修会、公民館講座、写真展や横断幕の掲出、公民館まつりでのパネル展、
人権作文掲載のリーフレット作成など）

・家庭教育の支援（平成28年6月にPTA連合会が「家庭教育宣言」、小中学校入学予定の保護者対象に「親の学習」、

「すこやか子育て講座」を開催、子育て講演会など）

・その他、情報提供・相談など
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■公民館（3館で各種講座、公民館まつり開催など
３０年度実績 80講座・234回、延参加者数6,008人）

■図書館（資料収集・保存・貸出、児童・障害者奉仕、レファレ
ンスサービス、ブックスタート、集会・文化活動事業など）

■郷土博物館（常設・特別展示、文化財保護・活用、
令和2年4月常設展示室リニューアル予定）

■彩湖自然学習センター（博学連携事業、彩湖周辺の自然環境調
査・研究、各種講座開催など、入館者数増加を目的とした3年
改善プロジェクト策定予定）

生涯学習関連施策

ブックスタート事業

集会・文化活動事業

４ 戸田市の取組

生涯学習関連施策

■全庁

・講座や事業など

（健康、スポーツ、防災、福祉、環境、子育て、

防犯・くらし、就業・起業支援 など）

地域子育て支援拠点事業

スポーツイベント事業

防犯教室

４ 戸田市の取組
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第６ 期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理概要より
第1章 今後の社会教育行政等の推進の在り方について

→地域課題解決、社会的に孤立しがちな高齢者・障害者・外国人等の支援、郷土愛

醸成、雇用促進と税収増、国保や介護経費の削減、地域の活性化等多種多様な効

果が期待できる。

第４次戸田市生涯学習推進計画
（平成２９年度～令和３年度）

４ 戸田市の取組

■今後の社会教育・生涯学習事業はどのように進めていく？

■効果は？

★キーワードは、人生100年時代、市民協働、超スマート社会（Society5.0）、

地域課題解決、リカレント教育、つながり（絆）など

→外部環境の変化、本市の課題等を踏まえ、人生１００年時代を迎える中で、幼児から

高齢者まで多様な市民が自ら主体的に学び、自己実現と地域課題の解決等に向けて

生涯学習を中心とした、元気に活躍し続けることができる「まち」を目指す。
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報告事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年第３回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 元 年 ７ 月 ２ ５ 日 ( 木 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 
ページ 

 
① 「戸田市立中学校学校選択制のご案内」冊子の配布について････････････････････････････別紙 
（学務課） 

 
② 学校総合体育大会二市大会の結果及び県大会出場種目について･･･････････････････････････１ 
（教育政策室） 

 
③ 事務（教育枠）採用について････････････････････････････････････････････････････････別紙 
（教育政策室） 

 
④ 令和２年度における指定管理者の選定（図書館上戸田分館等）について･･･････････････････４ 
（生涯学習課） 

 
⑤ その他 



報告事項② 

令和元年度 学校総合体育大会二市大会の結果（戸田市）

学校

種 目 

結     果 

戸田中 戸田東中 美笹中 喜沢中 新曽中 笹目中 

野 球 ３位 ２位 １位 

サッカー ３位 ２位 

ソフトボール ２位 １位 

バスケット 
ボール 

男３位 女３位 
男２位 
女１位 

女２位 

バレーボール 
男１位 
女１位 

男３位 
女３位 

女２位 

ソフトテニス
団女２位 
個女１位 
個女２位 

団女３位 団男２位 

団男１位 
個男１位 
個男２位 
個男３位 
団女１位 
個女３位 

卓 球 団男３位 
男Ｓ３位 

 

団男１位 
男Ｄ１位 
男Ｄ２位 
男Ｄ３位 
女Ｓ１位 

団女１位 
女Ｓ３位 
女Ｄ２位 

剣 道 
団男３位 
団女１位 

団男２位 
個男２位 
個男３位 

団男１位 
個男３位 
個女３位 
個女３位 

団女３位 

団男３位 
団女２位 
個男１位 
個女１位 
個女２位 

バドミントン 
（女子） 

団男１位 
団女１位 
男Ｓ１位 
男Ｓ２位 
男Ｓ３位 
女Ｓ２位 
女Ｓ３位 
女Ｄ１位 

団女２位 女Ｓ１位 

は、県大会出場。 

は、県南大会出場。 県南大会は、 ６月１３日（木）に開催。 
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令和元年度 学校総合体育大会県大会出場種目 

喜 

沢 

中 

（１）陸 上 
  男子 １年１００ｍ 共通４００ｍ 

共通走高跳  
女子 １年８００ｍ 共通走高跳  

（２）剣 道 
 男子団体
男子個人 １名 女子個人 ２名 

新 

曽 

中 

（１）陸 上 

男子 ３年１００ｍ 共通２００ｍ 
２年１００ｍ 共通走幅跳 
共通砲丸投 共通３０００ｍ 
４００ｍＲ 

女子 １年１００ｍ 

（２）卓 球 
男子団体 
男子個人ダブルス３組  
女子個人シングルス１名 

競  技 種 目 等 

戸 

田 

中 

（１）陸 上 

男子 共通４００ｍ  共通８００ｍ 
共通１５００ｍ １年１５００ｍ 

 共通１１０ｍＨ  
女子 ３年１００ｍ 共通２００ｍ 

（２）卓 球 男子団体 

（３）バレーボール 女子 

（４）ソフトテニス
女子団体 
女子個人 １組 

（５）剣 道 女子団体 

（６）ハンドボール 男子団体 女子団体 ※男女ともに予選なし 

戸
田
東
中 

（１）陸 上 
男子 ２年１００ｍ 
女子 共通２００ｍ 

３年１００ｍ 

（２）剣 道 
男子 団体 

個人 ２名 

（３）バドミントン

男子 団体 
個人 シングルス３人 

女子 団体 
個人 シングルス２人 

ダブルス１組 

（４）水 泳 
女子 ５０ｍ自由形 １人 
女子１００ｍ自由形 １人 

美
笹
中 

（１）陸 上 女子 ２年１００ｍ ４００ｍＲ 

2



（３）ソフトテニス 男子個人１組 

（４）柔 道   男子 ５７㎏級 

（５）水 泳 

男子 ５０ｍ自由形 １００ｍ自由形 
２００ｍ自由形 １００ｍ背泳ぎ 
２００ｍ背泳ぎ ４００個人メドレー 

女子 ５０ｍ自由形（２人） 
１００ｍ自由形 ２００ｍ自由形 
４００ｍ自由形 １００ｍ平泳ぎ（２人） 
２００ｍ平泳ぎ ４００ｍフリーリレー 
４００ｍメドレーリレー

（６）体 操 
女子団体 

女子個人総合（１人） 

笹 

目 

中 

（１）陸 上 

  男子 ３年１００ｍ 共通３０００ｍ 
 共通走幅跳 共通砲丸投 
 ４００ｍＲ 

女子 共通走幅跳 １年女子８００ｍ 
 共通走高跳 共通走幅跳 
共通１５００ｍ 

（２）卓 球 
女子団体 
女子シングルス１組 
女子ダブルス１組 

（３）ソフトテニス
男子団体 女子団体 
男子個人４組 
女子個人１組  

（４）剣 道 
  男子個人１名 
女子個人２名 

（５）バドミントン 女子シングルス１名 

（６）ソフトボール 女子 
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（別紙）

報告事項③
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